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泉大津市教育委員会が市内に所在する埋蔵文化財包蔵地において、開発行為に先1.本調査概報は、

立って実施した発掘調査報告である。

2.本調査は、国庫補助事業 (補助対象経費1,030,000円 、国庫補助率50%・ 市負担率50%)と して泉

大津市が計画・実施したものである。

3。 本事業は平成21年度事業として、平成21年 4月 1日 に着手し、平成22年 3月 31日 に完了した。

4.本調査は下記の構成で実施した。

(平成21年 11月 11日 まで)泉大津市教育委員会教育長 中井  譲調査主体者

(平成21年 11月 12日 から)道口 源一

泉大津市教育委員会事務局 生涯学習課事 務 局

安広生涯学習課長 :和 田担 当 者

                             文子 (嘱託)生涯学習課 文化財係 :虎間 麻実  村田 文幸  土江

藤木 ネし子外業調査員 :豊島 享志   内業調査補助員 :野田 由恵

5。 本書の座標は世界測地系を使用している。

6。 出土品および原図・写真類は、泉大津市教育委員会事務局が保管している。

7.本書の執筆、編集は虎間、土江が行った。
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第 1章 泉大滓市と埋蔵文化財調査の状況

1.泉大津市の位置と環境

泉大津市は大阪府南部の泉州地域に位置する。北

部・東部は高石市と和泉市、南部は大津川を境 とし

て泉北郡忠岡町と隣接 している。泉州地域東部には、

大阪湾に沿って東西に和泉山脈が連なる。その山脈

を源として幾多の河川が北に走行 し、大阪湾に注 ぐ①

これらの河川はそれぞれ開析谷、河岸段丘を形成し、

その両側には丘陵地形が南北方向に発達 している。

その丘陵より北側は平坦で狭小な沖積地が形成され

ているが、泉大津市はこの沖積地上に立地しており、

市域の標高は20m未満である。

泉大津市は面積 12.95km2、 ぅち約4.2km2が 公有水

面の埋立地である。人口77,788人 (平成22年 2月 1

日現在 )、 東西5。 4km、 南北5.5kmに わたる都市であ

る。昭和40年 頃から開発が進み、現在は市域全域が

市街地化されている。市域は大阪湾に面 した臨海部

の工業地域、南海本線から阪和線にかけての住居地

域と商工業地域が混在する地域、国道26号周辺の商

業地域に大きく分けることができる。住居地域には、

助松の紀州街道沿いと泉穴師神社周辺にそれぞれ風

致地区を設けている。近年、臨海部の高層住宅や繊

維工場跡地への分譲住宅の建設が進み、市の景観の

変化は著しい。ヤヽわゆるバブル景気崩壊以後、大規

模開発は下火になっているものの、古い民家の取 り

壊 しや建替えなどが進み、町並みにも大きな変化が

見られる。

穴田遺跡

穴師小学校校庭還跡

穴師薬師寺跡

苅田城跡

池浦遺跡

豊中遺跡

七ノ坪遺跡

地上曽根遺跡

虫取遺跡

板原遺跡

大園遺跡

東雲遺跡

大福寺跡

2.埋蔵文化財調査の現状

本lll報 は、平成21年 1月 ～12月 の期間に埋蔵文化

財発掘届の提出があり、そのうち国庫補助事業によ

り発掘調査を実施 したものを対象とする。当該期間

内の埋蔵文化財届出数は152件、延べ155遺跡で、う

ち15件 を国庫補助事業として発掘調査を行った。

下図は、遺跡別工事件数の内訳のグラフである。

遺跡別に届出件数をみると、虫取遺跡、豊中遺跡、

池上曽根遺跡、苅田城跡の順で多い。総届出件数に

占める工事内容で最 も多いのは分譲住宅 (58件)で

37%、 次いで個人住宅 (37件)23%、 ガス・上水道

(35件)で 22%を 占める。繊維工場跡地や田畑等、

比較的広面積の土地を戸建住宅地へ と再開発する傾

向が伺える。

本概報で報告する調査は、豊中遺跡 2件、池上曽

根遺跡 4件、虫取遺跡 5件、板原遺跡 1件、池浦遺

跡 3件の合計15件である。いずれも建物基礎掘削深

度、もしくは下水道管渠埋設のための掘削深度が遺

構面を損壊する可能性があるため、着工前の試掘確

認調査を行ったものである。

遺跡別工事件数
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第 2章 発掘調査結果

1.池上曽根遺跡

池上曽根遺跡は、本市曽根町と和泉市池上町に所

在する。遺跡面積は約105ヘ クタールで、このうち

約11.5ヘ クタールが国指定史跡となり、中心部の3.5

ヘクタールが第一期整備を経て池上曽根史跡公園と

なっている。

本年度は 4件の調査を実施した。2009-01地 点は、

平成17年度調査で国道26号調査時の第 1環濠、第 2

環濠の延伸が断面で確認された箇所の西隣にあた

る。

2009-06地点は、道路建設に先立つ調査で、概要

は別途報告するものであるが中世の鋤溝 を検出し

た。今後は周辺部の開発が増加すると予想される。

本年度調査では、遺構・遺物の検出がなかった箇所

もあるが、史跡地西縁辺部の一端を明らかにできた

ものもある。

2009-01(泉 大津市豊中町894 平成21年 2月 23日

調査 調査面積6.5m2)

宅地造成に伴 う調査である。池上曽根史跡公園

に隣接する地で、南側環濠の存在が想定される。第

1ト レンチ (幅 1.6m、 長さ1.8m)、 と第 2ト レンチ

(幅 1.9m、 長さ1.9m)を設定し、現地表面より深さ

1.5m以下で弥生時代の包含層 (暗褐色粘土)を確認

した。弥生時代中期の遺物を主としてコンテナ 2箱

分の遺物が出上した (17ペ ージ 第16図 1～ 8)。

工事による掘削は弥生時代の遺構面には及ばない

ことが確認できたので、土層断面の観察、写真撮影

を行った後、埋め戻 して調査終了とした。

なお、当該地は和泉市 との境界地にあたるため両

市で協議を行い、和泉市教育委員会が環濠の確認調

査を行った結果、2005-03地点で確認された第 1環

濠の北肩を確認した。

史
跡
公
園

遭
　
路

a.b              a_b

第2ト レンチ     第1ト レンチ

第1ト レンチ

0                 2m

第 1ト レンチ

1 75Y3/2オ リーブ黒砂質土

2 75Y5/2灰 オリーブ砂質シル ト

3 75Y5/2灰 オリーブに 25Y6/6

明責褐色が混じる砂質土

4 1∝吼3/2暗褐色粘土

第 2ト レンチ

1 75Y3/2オ リーブ黒砂質土

2 75Y5/2灰 オリーブ砂質シル ト

3 25Y5/1黄 灰砂質シル ト

4 75YR3/3暗 褐砂質シル トに 7n吼 5/6

暗褐砂質シル トが混じる

5  1∽咀3/2日音褐色粘こと

トレンチ位置 (1/800)

第2ト レンチ

第2ト レンチ

第 2図  2009‐01
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2009-05(泉 大津市曽根田]1-138、 139各一部 平

成21年5月 20日調査 調査面積フ.3m2)

宅地造成に伴う調査である。池上曽根遺跡の中央

西端にあたる。第 1ト レンチ (幅 1.2m、 長さ4.2m)、

と第 2ト レンチ (幅 1.2m、 長さ1,9m)を 設定し、現

地表面より約90cm掘削 した。深さ約50cmで黄褐色

上の中世包含層が見られ、60～70cmで地山となる。

遺構は認められないが、中世包含層及び地山直上の

土層から弥生土器、土師器、須恵器が出土 した (17

ページ 第16図 11～ 13)。

2009-06(泉大津市森町1丁目2丁目及び東助松町2丁

目地内 平成21年5月 27日調査 調査面積12ma)

都市計画道路南海中央線建設に伴 う調査である。

池上曽根遺跡の北西縁辺部にあたる。昨年度は道路

擁壁部分の調査を行ったが、今年度、道路部分の調

査を行うにあたって、土層の状況を把握するために

坪掘 りによる先行調査を行った。調査可能な場所に

幅1.5m、 長さ2mの トレンチを4箇所設定し、土層

断面の観察を行った結果、第 2、 3、 4ト レンチで

中世包含層及び遺構検出面を確認した。

この調査結果を受けて、試掘調査を行ったところ、

中世14～ 15世紀にかけての耕作溝を確認した (F都

市計画道路南海中央線建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査概報』泉大津市教育委員会2010)。

第1ト レンチ

第1ト レンチ

第 1ト レンチ

l N3/暗 灰色粘土 (旧 耕土)

2 25Y5/4責 褐色砂賃土 (砂礫混)

3 25Y5/3責 褐色粘土

4 2_5Y5/3責掲色シル ト

5 25Y5/2晴 灰責色砂

111111勒

0                 2m

第2ト レンチ

l N3/暗灰色粘土

2 25Y3/1黒 褐色粘土 (耕土)

3 25Y5/4黄 褐色砂質土 (砂礫混)

4 25Y5/3黄 褐色粘土

5 25Y5/1黄 灰色砂

第 3図 2009-05 トレンチ位置 (1/750)・ 土層断面図 (1/50)
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3

4

6

1ト レ

第2ト レンチ

1 1∝吼3/2黒褐色粘土 (耕土)

2 7.5YR4/6褐 色砂質土 (床土)

3 10YR5/2灰黄褐色粘質土

4 10YR5/2灰黄褐色シル ト

5 10YR5/2灰責褐色粘土

6 1KIYR6/2灰責褐色砂

7 2.5Y5/2晴灰責粗砂

8 2.5Y5/4灰褐色微砂

9 2.5Y4/8オ リーブ褐色粘質土

10 2.n腱 /2暗灰責色粘質土

11 75Y5/1灰色砂

5m
2ト レ

遺
構 △

面

4m

第 1ト レンチ 東壁

1 lklYR3/2黒 掲色粘土 (耕上 )

2 1CIYR5/3に ぶい黄褐色砂 (耕土)

3 10YR5/3にぶい黄福色シル ト質砂

4 10YR5/4にぶい責褐色シル ト

5 10YR414褐色砂 (鉄分沈着 )

6 10YR5/2灰責褐色粗砂

7 5YR4/1灰色粘質土

1

4

10

第3ト レンチ

1 5Y3/1オ リーブ黒砂質土

2 75Y4/1灰 色砂質土

3 75Y5/1灰 色砂混粘質土

4 75Y3/2オ リープ黒色砂混粘質土

5 75Y3/2オ リーブ黒色粘質上

6 1∽R4/4褐色砂混粘土

7 10YR43に ぶい褐色砂混粘土

盛 土

3

4

5

6

２ｍ一堤錦面

0                       100m

第 4図 2009‐ 06 トレンチ位置

第4ト レンチ

1 10YR3/2黒褐色粘土 (耕土)

2 5Y5/2灰オリーブ砂質土

3 25Y4/4オ リーブ褐色粘質土

4 25Y414オ リープ褐色シル ト

5 25Y414オ リーブ褐色砂

6 10YR5/2灰責褐色砂

(1/2500)・ 土層柱状図 (1/25)
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2009-15(泉 大津市曽根町1丁 目98-]、 99-1、

100-1、 402-8 平成21年 12月 24日調査 調査面積

13.3m2)

店舗建設に伴う調査である。史跡指定地の北西に

近接する。 2箇所に トレンチを設定し、調査を行っ

た。

第 1ト レンチは看板設置箇所の幅2.4m、 長さ2.8m

で面積は6.7m2で ぁる。掘削を開始 して間もな く、

地表下約60～ 70cmで古墳時代初頭の古式上師器が

まとまって出土した。これらの遺物を検出した層は、

直径 5～ 10cmの小礫を多 く含み、 しまりの弱い暗

褐色粘質土等である。 トレンチ北壁断面を観察する

と、西へ向かって土層が下降する様子が伺える。遺

構 としては認められなかったが、自然地形の落ち込

み部分に、土器群が一度に運ばれて埋まった状況が

見てとれた。

土器の遺存状態は良好で、厚 さ30～40cmの 層か

らコンテナに 2箱分もの一括遺物が得られた。

第 2ト レンチは店舗建物が建設される箇所に設定

した。幅1.lm、 長さ 6mを 掘削 したところ、地表下

約40cmで中世の遺構面を確認 し、円形の柱穴、溝

などの遺構 と共に遺物が出上したため、さらに範囲

を拡張して調査をする必要性があると判断した。

この後、遺構面を損壊する可能性のある建物基礎

部分の調査を実施することとした。なおこの調査結

果については、別途報告する予定である。

第2ト レンチ

もぜ親 」ぜ
I

第1ト レンチ

b       b

TP
9.4m

3 7戯■5た にぶい襦色粘質■ (包含層)       3 10Yn3B暗
桐色粘質土 (し まり弱、■器多量に含む)

4 10h45′4にぷい責相阜粘質■ (ややシル ト 包含層)4 10h434暗
穏色粘質土 (しま り弱、3と 似る。■器多い)

5 1ω■5′3にぶい貢福色粘質
=(や

や砂質、包含躍) 5 10Wiy3に
ぶい黄格色粘質■ (やや砂質、瞭入る しまり弱 )

6 iOttμ 3にぶい資掲色粘質■           6 10Wat2仄 責褐色砂質土 (5～ 1∝�確多い しより弱 主器含む )

9 104416褐色粘質シル ト

11 10h「Ry,黒 偶色 W」 謙■ (■器入るが減る)

13 1oYH5た にぶぃ資褐色砂Att

irili 地山

0                    4m

7 10433暗 福E粘 質■

8 1k YR4/4掲 色粘質■

9 10WIRy2黒偶t粘 質主 (炭合む )

■ 10YR5/4に ぶい貢褐色粘質と

13 10k444褐 芭粘質■ (やや抄質 )

14 10コ 激 4嗜福色お質■

15 1011R4′ 2灰責偶tお 質土 (包含層)

16 10W■ 5々 にふい支褐色お質土

19 10Mお確にぷい貢褐色シルト

22 10W■ 42福 色砂質■ (lclttの礫含む)

23 10n34暗偶色砂質■ (lenの 礫含む)

トレンチ位置 (1/800)。 土層断面図 (1/80)

ｒ
鞄
忙
幅
贈
隧
賑

第2ト レンチ

第 5図  2009‐ 15
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2.虫取遺跡

虫取遺跡は、池上曽根遺跡に次 ぐ面積を有する遺

跡である。市内においては、耕作地が比較的多 く残

る地域であり、近年は開発が進む地域である。本年

度は 4件の調査を実施した。宅地造成の 2件は、地

元企業の工場、倉庫の跡地の再開発である。いずれ

も遺構の存在が想定されたが、既に削平されてお り、

包含層を部分的に確認するにとどまった。

2009-02(泉 大津市池浦田]1-30-9 平成21年 3月

19日調査 調査面積4.5m2)

共同住宅建設に伴う調査である。虫取遺跡の北東

部に位置する。幅1.5m、 長さ3mの トレンチを設定

し、現地表面より1.2m掘 削を行った。現地表面より

約55cmの盛上の下には旧耕上、床土が見られるが、

遺構や包含層等は認められず、遺物も確認されなか

った。

2009-03(泉 大津市池浦阿1丁目262、 263-1 平

成21年4月 28、 30日調査 調査面積2フ.3m2)

宅地造成に伴う調査である。虫取遺跡の北部に位

置する。申請地内に北から順に3箇所の トレンチを

設定した。

第 1ト レンチ (幅2m、 長さ3.2m)、 第 3ト レンチ

(幅 2.3m、 長さ4.3m)で は40～ 60cmの盛上の下に、

近世以降の耕作上が堆積するが、遺構や遺物は確認

できなかった。

第 2ト レンチ (幅 2.3m、 長さ4.8m)では厚い部分

で約100cmの 盛土がなされ、その下層には中世の耕

作土が確認できる。中世耕作上の直下で、弥生時代

中期の遺物を含む自然流路跡が認められた。流路は

幅2.lm以上、深さ40cm程の規模で、ほぼ南北方向

を指向する。この他、流路跡 より上面で弥生土器

(17ページ 第16図 10)を 含むブロック状の黒褐色粘

質土層が見られたが、これは後世の撹乱により元の

位置を留めていないものと考えられた。

周辺に弥生時代の集落の存在が伺える結果であっ

た。

0                 2m

1 1帆呪4/1褐灰色シル ト (耕土 )

2 25Y5/1黄 灰色シル ト (床土 )

3 75YR5/6明 掲色砂質土 (3～4clxIの 小礫を多く含む)

4 5Y4/2灰オリーブ砂質土 (2～ 3cnの小礫を多く含む)

第 6図 2009-02 トレンチ位置 (1/250)・ 土層断面図 (1/50)

a  tt  b
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2009-04(泉 大津市虫取町1丁目4-16か ら池浦田]l

丁目22-26 平成21年 5月 8、 9日 調査 調査面積

5.2m2)

先述の2009-03地 点の前面道路 におけるガス管埋

設工事に先立つ調査である。

7箇所で土層断面の観察を行った。一部に近世の

耕作土を確認できる箇所もあるが、既設管による撹

乱層がほとんどで、遺構や遣物は認められなかった

ため、断面観察と写真撮影を行い調査終了とした。

市
道
南
海
中
央
線

ｂ

一　

　

２

３

４

第 1ト レンテ

1 1044/1褐医色砂資粘と (耕■ )

2 11こ 10M4P4福 色お質■ (床■)ゐ (混 しる

3 10YR6れ にぶい賣橙色砂賃主 (耕■ )

4 1側■678切 資褐色 V」 質主 (41上 )

5 1044/3によい貢褐色粘質土 (マ ンガン粒含む)

6 1帆■676明 女褐色シル ト

8 10YRC/1褐灰色砂質主

9 10YR616明責褐色粘質土 (耕■ )

第 2ト レンテ

1 7●JY4416褐 色砂質■

2 75YR5/3に ぷい褐色砂質土

8 75HR,4に ぶい褐色粘質■ (1 0cla以 下の小礫混 )

4 10YR412灰責褐t粘質■ (a～5c適 の小確混 )

第 Gト レンテ

2 10WIR5r2灰 資将色粘質土

8 104腑 資網0粘質と

4 10ml12仄賣褐色微砂

5 10VR5′3にぷい貢相色粘貢土

6 10WR4/2灰資t3色粘貫■

0                    4m

第7図 2009-03・ 04 トレンチ位置 (1/1200)

第3ト レンチ
a

|
b

2009-03

第2ト レンチ
a

|
b

第1ト レンチ ＼

第2ト レンチ

第2ト レンチ

第1ト レンチ

第3ト レンチ

-9-
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2009-0フ (泉大津市我孫子2丁目33、 34、 37-3、

227、 228、 229、 234-1、 428-2及び水路 平成

21年6月 2日調査 調査面積36m2)

宅地造成に伴う調査である。虫取遺跡の中央部に

位置し、南海倉庫跡地にあたる。道路敷設予定範囲

に 6箇所の トレンチを設定し、各 トレンチとも1.2～

1.3mの深さで掘削を行った。既設建物による撹乱が

著しく、東側の第 1～第 3ト レンチは撹乱層のみで

あったが、西側の第 4～第 6ト レンチでは土層断面

の観察が可能であり、第4ト レンチでは中世耕作溝

が部分的に検出された。

耕作溝は条里型地割に沿ったものである。溝幅は

約25cm、 深さは10cm未満、埋土は黄灰色砂質土で

ある。この溝に伴う時期の遺物として瓦器、土師器

等の破片が少量ではあるが出土した。

2009-08(泉 大津市板原町1丁 目217-1、 218

平成21年6月 9日調査 調査面積25ma)

共同住宅建設に伴う調査である。虫取遺跡の南端

部に位置する。 3箇所にトレンチを設定した。

第 1ト レンチ (幅2.2m、 長さ 5m)で は地表下

35cmで 中世包含層 (黄褐色砂質土)が厚さ20cmで

堆積 し、深さ約70cmで地山 (明 責褐色粘土)と な

る。地山面上で東西方向の自然流路跡が認められた

が、遺物の出上がないため時期は不明である。

第 2ト レンチ(幅 2m、 長さ3.5m)に おいても地表

下25cmで厚 さ15cmの 中世包含層が確認された。そ

れより下位は地山となり、遺構等は認められない。

なお土層断面の観察から東から西へ向かい地形が傾

斜することが確認できた。

府
道
　
富
田
林
粉
河
線

第 4ト レンテ

1 2.5Y5/2暗 灰黄色砂質土

2 2.5Y5/1黄灰色砂質土 (鋤溝埋土)

3 10YR6/8明黄褐色粘質土 (地 山)

第 5ト レンテ

1 盛土

2 7.5GY4/1暗 緑灰色～5GYオ リーブ黒粘質土

3 2.5GY3/1暗 オリーブ灰色砂混粘質土

0                 2m

第6ト レンチ

1 盛土

2 5GY5/1暗 緑灰色粘質土

3 5GY4/1暗 オリーブ黒粘質土

4 5Y4/2灰オリーブ粘資土

5 5Y5/8オ リーブ責粘質土 (遺構)

6 10YR7/8黄橙粘土 (地山)

第 8図 2009-07 トレンチ位置 (1/1600)。 遺構平面・土層断面 。柱状図 (1/50)

6ト レ   4ト レ  5ト レ

3ト レロ

1ト レ 2ト レ

トレンチ位置

第4ト レンチ鋤溝

第4ト レンチ平面・断面図
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第3ト レンチ (幅 lm、 長 さ7m)で は、地表下

15cmで中世包含層が厚さ25cmで堆積する。その下

位に包含層等はなく遺構 も認められない。

いずれの トレンチでも中世包含層が確認された

が、遺構等は認められなかった。加えて中性包含層

より下層は、水性堆積を示す状況が観察され、現在

でも湧水が激 しい。居住地には適さない地であった

ことが推察される。

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

道
　
路

第1ト レンチ

第 2ト レンテ

1 現耕上

2 25Y5/1責 灰砂質土

第1ト レンチ

第1ト レンチ

b‐ a

第3ト レンチ

ー

aF≡

三匪こ豆≡璽三璽

=重号≡
三≡三

=三

亘互重重三

〒

12

_‐__、」
第 1ト レンチ

1 5Y4/1灰 色粘質土 (現耕土 )

2 75Ⅵ15/6明禍色粘質土 (床上)

3 25Yσ4にぷい黄色砂質土

4 25Y6/2灰 責色砂質土

5 25Y5/4黄 褐色砂質土 (2～3cn礫含む)

6 1tlYR6/6明 責褐色砂質土 (粗砂混 )

7 25Y4/2暗 灰責色粘質上～粗砂 (自 然流路 )

8 25Y6/6明 黄掲色粘土 (地山)

3 25YG/3に ぶい責色粘質土

4 5Yy2灰オリープ粗砂

5 11JYR4/3に ぶい資掲色粘質土

6 25Y5/2暗 灰黄色粘土 (粘性強)

7 25Y3/1黒 褐色粘土

8 5Y6/1灰色砂質土

第 9図  2009‐ 08 トレンチ位置 (1/800)・ 土層断面・柱状図 (1/50)

1lⅢⅢ地山

第 3ト レンチ

1 現耕土

2 25Y6/2灰 責砂質土

3 10YR5/6責褐色粘質土 (砂混)

4 1∽咀5/6責掲色粘質土～10ゝ吼5/1褐 色粘賃上

0                 2m

第2ト レンチ 第3ト レンチ

市内遠望写真 (南東、豊中遺跡方面)
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3.板原遺跡

板原遺跡は、板原町を中心とし、東南部は和泉市

肥子町に広がる。国道26号の整備に伴う調査により、

縄文時代の流路や鎌倉時代の掘立柱建物などが確認

されている。本年度は、1件の調査を実施した。

2009-09(泉大津市板原町4丁目1211 平成21年フ

月15日調査 調査面積フ.9m2)

店舗建設に伴う調査である。板原遣跡の西寄 りに

あたる地である。 2箇所に トレンチを設定 した。南

側の第 1ト レンチ (幅 1,7m、 長さ2.Om)では、現耕

作上の下に近年の土地区画整理時の整地土が残 り、

その下位には黄褐色シル ト層が一様に堆積する状況

が見られた。これを地山と判断するところであった

が、土質が鈍 く変化する地表下約90cmの 最下層で

トレンチ壁面に遺物が発見された①遺物片は非常に

脆 く縄文時代の上器と見られる。板原遺跡に知られ

る縄文時代の痕跡の一端を示す可能性があろう。

第2ト レンチ (幅 1.5m、 長さ3.Om)に おいても同

様に責褐色シル ト層の堆積が見られたが、遺物や遺

構等は認められなかった。

1ト レ

現耕土

1

3

ⅢⅢⅢ地山

第10図  2009‐ 09

4.池浦遺跡

池浦遺跡は、弥生時代前期中段階に始まり、泉州

で最も古い弥生集落として知られる。池上曽根遺跡

との関わりを考察する上で重要な遺跡であるが、近

年は、平成 9年度に朝鮮系無文土器の体部を検出し

たのみで、確認調査にとどまる事が多い。今年度は

3件の調査を実施 した。いずれも宅地造成に先立つ

調査で、敷地内の道路への埋設管箇所を調査 したが、

遺構、遺物の検出には至らなかった。

2009-10(泉 大津市池浦町4丁目173-16。 17、

188-5、 223-1・ 3・ 5・ 8。 9 平成21年8月 5日調査

調査面積9m2)

宅地造成に伴う調査である。池浦遺跡の南西にあ

たる。幅0,9m、 長さ10mの トレンチを設定した。現

況の畑の耕作土以下には旧耕上の他、中世以前に堆

積 したと思われる、流れ堆積を示す灰黄褐色砂等が

見られるが、明確な遺構等は認められなかった。

第1ト レンチ

路

道
　
路 2ト レ

可

第 1ト レンチ

1 10YR5/3に ぶい責掲色粘質土

2 10YR5/8黄褐色粘質土 (粘性強、小礫含)

3 1CIYR5/8黄 褐色シル ト

4 25Y7/1灰 白砂質土 (シル ト質)

第 2ト レンチ

1 lCIYR6/4に ぶい責橙粘質土

2 10 YR7'2に ぶい黄橙粘土 (1が混じる)

3 10YR5/6責褐色粘貨土 (粘性強 )

トレンチ位置 (1/800)

、第2ト レンチ

Ｅ

第
１
ト
レ
ン
チ

I
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a      b

＼    ~

2 111YR3′ 2黒福色土 (耕■)

11 10YR3′ 3皓褐色砂 (お土混、鉄分含む)

第 11図  2009-10 トレンチ位置 (1/1000) ・土層断面図 (1/80)

2009-ll(泉 大津市寿田」56-1の一部、57の一部、

58-1の一部 平成21年8月 7日調査 調査面積 4.6m2)

宅地造成に伴う調査である。池浦遺跡の北西にあ

たる。 2箇所にトレンチを設定した。第 1ト レンチ

(幅 1.lm、 長さ1.5m)、 第 2ト レンチ (幅 1,lm、 長

さ2.7m)の いずれにおいても現地表下約30cmま で

は盛上がなされている。その下層は、第 1ト レンチ

では黄色系粘質土、第 2ト レンチでは灰色砂質上の

水田耕作による堆積上が続き、地山に至っている。

遺構や包含層等は認められなかった。

2009-12(泉 大滓市下条阿 122-3、 123-1、

124-1の一部、124-2 平成21年9月 18日調査 調査

面積3.9m2)

宅地造成に伴う調査である。池浦遺跡の北寄 りに

位置する。幅0,7m、 長さ5.5mの トレンチを設定した。

比較的厚い盛上の下に、地表下75cmで旧耕作上が

あり、以下概ね10cmの厚さで近世以降の耕作上、

中世の耕作上が残る。約1.2mの深さを掘削したが、

地山には至らず、部分的に自然流路跡の層を断面観

察により確認した。遺構や遺物の出土は見られなか

った。

-13-



―
―
ノ

ヽ

遭
　
路

第 1ト レンチ

1 盛土

2 耕土

3 25Y6/2灰 黄色粘質土

4 25Y5/6黄 褐色粘質土

5 25Y6/3に ふい費色砂質土

第 2ト レンテ

1 盛土

2 耕主

3 10Y4/1灰 色砂質土

4 75Y4/1灰 色砂貨土

5 5Y5/1灰 色シル ト

6 5Y52灰オリーブ粘土

トレンチ位置 (1/600) 土層柱状図 (1/25)

1 地山

第 12図  2009‐ 11

ト 2ト レ

4

た亜Lとと
第2ト レンチ

第13図 2009-12 トレンチ位置 (1/800)。

1 7nq5/1掲灰色粘質土

2 10YR5/3にぶい責褐色粘質土

3 10YR5/8黄褐色粘質土 (耕土、床土)

4 1碗■7/6明責褐色粘質土

0                2m

土層断面図 (1/50)

自然流路
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5.豊中遺跡

豊中遺跡は、本市東部に位置 し、東西0.6km、 南

北1.2kmの 広が りを持つ。遺跡中心を南北に国道26

号が走行し、遺跡の東部から南部は和泉市域に至る。

国道26号周辺からは古墳時代、泉大津中央線周辺か

らは平安～中世の集落が確認されている。本年度は、

2件の調査を実施 したが、いずれも遺構・遺物の検

出には至らなかった。

2009-13(北 豊中田]2丁目889-1 平成21年 11月

18日調査 調査面積4.3m2)

共同住宅建設に伴う調査である。豊中遺跡の北寄

りに位置し、国道26号 を東に面する。幅0。 9m、 長さ

4.8mの トレンチを設定し、深さ1.9mま で掘削を行っ

た。現地表下1.lmま では盛土がなされ、その下に旧

耕作土が残っていた。旧耕作土以下には水性堆積を

示す粘土層が続き、1.9mで 黒色粘上の地山を確認 し

たが、遺構や遺物等の出土はなかった。

北側には池上曽根遺跡が近接するが、この一帯は

両遺跡間にある谷地形にあたることが、今回の調査

でも伺えた。

盛土

2

■|:(

2009-14(東豊中町2丁目9-19 平成21年 12月 17

日調査 調査面積8.3m2)

ガス業用建築物建設に伴う調査である。豊中遺跡

の東寄 りに位置する。幅1.8m、 長さ4.6mの トレンチ

を設定 し、約90cmの深さで掘削を行った。現地表

下約70cmで旧耕作土が残るが、明確な遺構は認め

られなかった。開発深度は88cmの ため、旧耕作土

以下は未確認である。

1

2

3

4

25Y3/1 灰色粘質土 (耕土)

Jこ 25Y4/3オ リーブ責色粘土 (床主)が混 じる

25Y5/4 淡灰色粘土

25Y2/1 黒色粘土 (し まり強 )

第14図  2009‐13 トレンチ位置 (1/500)・ 土層柱状図 (1/50)

＼
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|

5Y2/2 オリープ黒粘質土 (シル ト質)

第15図  2009‐14 トレンチ位置 (1/800)・ 土層断面図 (1/50)
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(泉大津市文化財調査報告45)

『概説 中世の上器・陶磁器』真陽社
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第16図  出土遺物実測図 (1/4)2009-01(1～ 8)、 2009… 03(9。 10)、 2009‐ 05(11～ 13)、 2009-07(14)、

2009‐ 08 (15・ 16)

遺物観察表

番号 器 種 法量 (復元口径or底径/残存高)cm 胎土/焼成/色調 特  徴 出上位置

1 弥生土器・壷・口縁部 28.1/2.ユ
やや粗/良オ橙 (外)灰白

(内 )

日縁端部外面 に円形浮

文剥離痕
2009-011ト レ

弥生上器・壺 。日縁部 30,4/3.6 密/良/灰白(内・外) ヨコナデ調整・スス付着 2009-011ト レ

弥生土器・壺 。日縁部 6.0/1.0 密/不明/黒 土器が炭化 している 2009-011ト レ

弥生土器・底部 5,0/2.1
やや粗/良/に ぶい黄褐色

(外)灰白 (内 )

2009-011ト レ

弥生土器・底部 6.4/1.6
やや粗 /良 /オ リーブ黒

(内 ・外 )

器底に葉脈痕 2009-011ト レ

弥生土器・底部 36/3.3 密/良/橙 (外)灰白 (内 ) 外面に黒斑あり 2009-011ト レ

7 陶器・灯明皿 6.0/2.5
密/良/浅黄橙 (内 ・外 )

橙 (釉 )

回転 ナデ調整・内面 に

柿釉施す
2009-011ト レ

瓦製品 5,2(縦)/55(横 ) 密/良/灰 (内・外 ) 大黒天を型抜 きする 2009-011ト レ

弥生土器・壷 。日縁部 218/12 やや粗/良/灰白(内・外)

口縁端部外面に波状文、

内面に扇形文
2009-032ト レ

弥生土器 。長頸壷

・口縁～体部
4.0/69

密/良 /にぶい褐色 (外 )

褐灰 (内 )

外面 に4条 で1単 位の直

線文 。生駒西麓産胎土
2009-032ト レ

弥生土器・底部
つ
々 密/良/灰白 (外)橙 (内 ) 2009-052ト レ

12 弥生土器・底部 3.2/2.0 密/良/灰白 (内・外 ) 底部内面にヘラエ具痕 2009-051ト レ

瓦器・椀・底部 66/1.5 密/良/灰 (内 ・外) 2009-051ト レ

瓦器・小皿 70/1.7 密/良/灰 (内 ・外 ) 2009-075ト レ

弥生土器・底部 6.2/3.0
密/良 /灰 白 (外)暗灰

(内 )

外面タタキ調整 2009-081ト レ

瓦器・椀 。日縁～体部 121/2.1 密/良/黒 (外)灰 白 (内 ) 2009-083ト レ
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ふ りが な

所 収 遺 跡

ふ  り  が  な

所   在   地

コ ド
】ヒ  豫草 東  経 調査期間

調査対象面積
(笛 )

調 査 原 因
市町村 遺跡番号

ね
根
蝶
跡

そ
瑳百

泌
上

叫
池
い遺

大阪府 泉 大津市豊中
ちょう
H丁894

調査番号2009-01

272060 度

分

秒

４

　

０

　

５

135】垂

25ケ}

37死少

20090223 213518
宅地造成工事に伴

う事前調査

大阪府 泉 大津市曽根

町 1丁 目138、 139各

一部

調査番号2009-05

272060
疲

吟

幹

135度

25分

3り

０∩
ｙ

＾
Ｖ 2033.11

宅地造成工事に伴

う事前調査

大阪府 泉 大津市森 町

1丁 目、 2丁 日、東

助松 町 2丁 目地内

調査番号2009-06

272060
34】と

30す)

25～45秒

135】霊

25ケ併

26死少

20090527 16000
都市計画道路建設

に伴う事前調査

大阪府 泉 大津市 曽根

町 1丁 目98-1、  99-1、

100-1、  402-8

調査番号2009-15

272060
度

分

秒

４

　

０

　

３

135握霊

25分

42ん少

20091224 1228
鉄骨平屋建店舗建

設に伴う事前調査

虫 取 遺 跡

大阪府 泉 大津市池浦

町 1丁 目30-9

調査番号2009-02

272060 度

分

秒

３４

２９

４８

135度

24ケ}

53舜少

20090319 14215

鉄筋3階建共同住

宅建設に伴う事前

調査

大阪府 泉 大津市池浦

町 1可
~目

262、  263-1

調査番号2009-03

272060 度

分

秒

３

　

２

　

４

135】霊

24ケ計

521少

20090428

20090430
2742.34

宅地造成工事に伴

う事前調査

大阪府 泉 大津市虫取

町1丁 目4-16か ら池浦
ちょう
町1丁 目22-26

調査番号2009-04

272060
度

分

秒

４

　

９

　

７

３

２

４

135度

24う)

52秒

20090508

20090509
88.7

ガス管理設に伴う

事前調査

大阪府 泉 大津市我孫

子2「 目33、  34、  37-3、

227、 228、 229、  2341、

428-2及 び水路

調査番号2009-07

272060
疲

吟

妙

135】託

24ケ)

56万少

20090602 680642
宅地造成工事に伴

う事前調査

大阪府 泉 大津市板原
ちよう
町 1丁 目217-1、  218

調査番号2009-08

272060 疲
吟
ｐ

135握蓋

24す)

42秒

20090609 1124.15

鉄筋 2階建共同住

宅建設に伴う事前

調査
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ふ りが な

所 収 遺 跡

ふ  り が  な

所 在 地

コ ド
】ヒ  糸専 東  経 調査期間

調査対象面積
m 調 査 原 因

市 町村 遺跡番号

板 原 遺 跡

葉滅舟
t黙

笑津帝絞廣
町 4丁 目1211

調査番号2009-09

272060 度

分

秒

４

　

９

　

３

３

　

つ
々
　

１

135】霊

25ケ}

7秒

20090715 90493

鉄骨平屋建店舗

建設 に伴 う事前

調査

い,ナ うら い せき

池 浦 遺 跡

大阪府 泉 大津市池浦
ちよう

町 4丁 目173-16、

173-17、  118-5、  223-1、

223-3、  223-5、  223-8、

223-9

調査番号2009-10

272060 度

分

秒

135】霊

25ケ}

1秒

20090805 1636.66
宅地造成工事 に

伴う事前調査

葉誠鳥
セ
栞 笑津≒

こ
竿

き

町56-1の 一部、57の

一部、58-1の一部

調査番号2009-11

272060 帳

吟

砂

135度

25ケ併

1秒

20090807 938.3
宅地造成工事に

伴う事前調査

笑誠舟営笑津帝千買
ちよう

H「 122-3、  123-1、  124-

1の一部、1242

調査番号2009-12

272060
帳

け

砂

135度

25分

1秒

20090918 1213.5
宅地造成工事に

伴う事前調査

豊 中 遺 跡

大阪府 泉 大津市北豊
なからとう
中 町 2丁 目889-1

調査番号2009-13

272060 帳

吟

聰

３

　

つ
々
　

５

度

分

秒

Ｏ
υ

　

Ｏ
を
　
　
つ
じ

20091118 42164

鉄骨平屋建共同

住宅建設に伴 う

事前調査

大阪府 泉 大津市 東

豊中 町 2丁 目9-19

調査番号2009-14

272060 曖

妨

砂

３

　

２

　

３

135度

25分

31秒

20091217 19559

鉄筋平屋 建 ガス

業用建 築物建 設

に伴う事前調査

所 収 遺 跡 名 種   別
主な

時代
主 な 遺 構 主 な 迫退 物 特 記 事 項

ね
根

韓
跡

そ
飴
ロ

翔
上

け
池

い遺

2009-01

集  落  跡

生

墳

良

安

世

弥

古

奈

平

中

な し 弥生土器

2009-05 な し 弥生土器、土師器、須恵器

2009-06 な し 弥生土器、土師器、須恵器、瓦質土器

2009-15 中世溝、柱穴 古式上師器、須恵器、土師器、瓦器

虫 取 遺 跡

2009-02

集 落  跡

生

墳

世

弥

古

中

な し な し

2009-03 自然流路 弥生土器

2009-04 な し な し

2009-07 な し 土師器、須恵器、瓦器

2009‐08 な し 土師器、須恵器、瓦器

板 原 遺 跡 2009‐09
集 落 跡

生 産 遺 跡

縄文

古墳

中世

近世

な し 縄文土器片

池 浦 遺 跡

2009-10

集 落  跡
生

墳

弥

古

な し 土師器

2009-1ユ な し 土師器、須恵器

2009-12 な し な し

とよ な力ヽ い せき

豊 中 遺 跡

2009-13

集 落  跡

縄文

弥生

古墳

奈良

平安

中世

な し な し

2009-14 な し 土師器
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